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　理学療法士の藤田
慎一朗さん（49期）は、

コロナ禍真っ最中の令和３
年９月20日付で、自粛生活の
留意点を語っています。
　記事によると、日常生活の
変化により「動かない」、つま
り生活不活発が増えるため高
齢者の健康への影響が危惧さ

れる。その代表が「フレイル」
（虚弱）－と、指摘します。
　フレイルとは加齢に伴う
心身の活力が低下した状態
で、健康と要介護の中間で
す。フレイルは早期発見、
早期介入によって再び健康
な状態に戻ることができます。
そのポイントは運動と栄養で
す。
　運動、特に筋力の負荷運動
を実践し継続させることが重
要です。具体的には１回30分
以上の汗をかく運動を週２日
以上、歩行または同じような

身体活動を１日１時間以上－
などです。
　栄養は卵や納豆、牛乳など
タンパク質を積極的にとるこ
とです。体重60㌔なら１日60
㌘以上、３食で割ると１食当
たり20㌘になります。筋力や
運動量低下を防ぐためです。
　間食にプリンや乳製品、白

飯にシラスやカツオ節、さら
にカルシウムやビタミンＤ（キ
ノコ、魚類）もフレイル予防
に効果的です。
　藤田さんは「適度な運動と
バランスの取れた規則正しい
食事を心掛けてください」と
アドバイスしています。

　
「
肝
臓
病
の
治
療
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
令
和
３

年
３
月
17
日
付
に
登
場
し
た
の
が
、
管
理
栄
養

士
の
大
原
（
旧
姓
川
崎
）
秋
子
さ
ん
＝
41
期
＝

で
す
。

　

記
事
に
よ
る
と
、
冒
頭
、「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
良

く
、
適
量
食

べ
ら
れ
て
い

ま
す
か
？
」

と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
肝
臓
病
の

治
療
は
ま
ず
食
事
で
、
毎
日
き
ち
ん

と
栄
養
を
と
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
季
節
の
食
材
を
取
り
入
れ
、ゆ
っ

く
り
、
よ
く
か
ん
で
、
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

肝
臓
病
に
脂
肪
肝
が
あ
り
ま
す
。

食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
で
中
性
脂
肪

が
肝
臓
内
に
異
常
に
蓄
積
し
た
状
態

で
す
。
こ
の
場
合
の
食
事
は
「
主
食

１
品
」（
米
、パ
ン
、う
ど
ん
な
ど
）、「
主

菜
１
品
」（
魚
、

肉
、
卵
な
ど
）、

「
副
菜
２
品
」（
野
菜
、
き
の
こ
、
海
藻
類
）
を

心
掛
け
ま
す
。３
食
と
も
そ
ろ
え
て
食
べ
ま
す
。

　

物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

薄
味
に
慣
れ
、
漬
物
な
ど
塩
分
の
多
い
食
品
は

控
え
ま
す
。
糖
質
の
多
い
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
、

果
物
な
ど
の

間
食
は
量
や

頻
度
を
減
ら

し
ま
す
。間
食
が
多
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

過
多
に
な
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
類

は
量
や
期
間
が
積
も
る
と
肝
臓
の
重

い
病
気
に
近
づ
く
の
で
要
注
意
で
す
。

　

食
事
と
と
も
に
大
切
な
の
は
運
動

で
す
。
加
齢
や
運
動
不
足
で
筋
肉
が

減
り
ま
す
。
筋
肉
量
を
落
と
さ
な
い

た
め
に
適
度
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。

　

大
原
さ
ん
は
概
略
、
以
上

の
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　神戸労災病院総合内科・腎臓内科部長
の佐藤稔さん（38期）が令和４年７月、

「2022−2023ベストドクターズ」（The Best 
Doctors in Japan）に認定されました。
　２年に１度発表する医師同士の相互評価
によるユニークな選出方法を採用していま
す。名医の称号であり、岡山県ではこれま
でに約120人が認定されています。佐藤さ
んは「同じ診療科目の他の先生方の推薦な
ので、とてもうれしく誇りに思います」と、
認定の喜びを語っています。
　腎臓内科が専門の佐藤さんは岡山大学医
学部を卒業、川崎医科大学などを経て同病

院に勤務しています。糖尿
病性腎症や糸球体腎炎など
の慢性腎臓病、ネフローゼ
症候群、急性腎不全など腎
疾患の発見、診療、治療か

ら 末 期 腎 不 全 ま
で 包 括 的 に 幅 広
く対応します。
　佐藤さんは「腎
疾 患 は 年 齢 に 関
係 な く 発 症 す る
可 能 性 が あ り、
初 期 症 状 に 乏 し
く 知 ら な い う ち

に進行しています。いった
ん、腎臓が悪くなると、も
う治らないと思われがちで
すが、的確な診断と専門性
の高い治療を行うことによ
り、改善の可能性がありま
す」と指摘、「仮に腎機能
が廃絶した場合でも血液透
析、腹膜透析を施し、社会
復帰・家庭復帰に向けた支
援をします」と、患者に呼
び掛けています。
　青陵時代はハンドボール
部で活動しました。３年生
の青陵祭の運動会でブロッ
クリーダーを務め、優勝し
たことが一番の思い出だそ
うです。
　名医の称号を受けた佐藤
さんの精度の高い診療が、
より一層期待されます。
� （早島町出身）

　

ベ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
ズ
と
は　

１
９
８
９
年
に
設
立
さ
れ
た
ベ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
ズ

社
（
本
社
・
米
ボ
ス
ト
ン
）
の
名
医
認
定
、
紹
介
制
度
。「
も
し
自
分
や
周
囲
の

人
が
自
分
の
専
門
分
野
の
病
気
に
か
か
っ
た
場
合
、
ど
の
医
師
に
お
願
い
す
る
か
」

と
い
う
相
互
評
価
制
度
を
導
入
。
一
定
の
評
価
を
受
け
た
医
師
の
治
療
能
力
や
研

究
成
果
、
最
新
医
療
情
報
の
精
通
度
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
。

藤
田
慎
一
朗
さ
ん

の
記
事
（
記
事
中
の

写
真
は
藤
田
さ
ん
）

大
原
秋
子
さ
ん
の

記
事
（
記
事
中
の

写
真
は
大
原
さ
ん
）

ベ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
ズ
の
認
定

証
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り

フレイルフレイル（（虚
弱））予防に運動と栄養予防に運動と栄養

理学療法士　藤田慎一朗さ
　ん（49期）

　

管
理
栄
養
士　

大
原（
旧
姓

川
崎

）秋
子
さ
　

ん 

＝
41
期
＝

脂
肪
肝

脂
肪
肝　　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
良
く
適
量
を

栄
養
バ
ラ
ン
ス
良
く
適
量
を

2022−2023

ベストドクターズ

神戸労災病院腎臓内科部長

佐藤　稔 医
　師（38

期）　認定

ディ

ル
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　令和４年度は延べ244人が国公
立大学に合格しました。そのうち
難関大学は50人、医学部医学科は
９人で、ここ数年では高い数値と
なっています。
　大学入学共通テストも３回目と
なりましたが、令和２年度は得点
調整があり、３年度は平均点の大
幅な低下、４年度も理科で得点調
整があるなど、安定しない入試環
境の中で本校の生徒は自分の力を
信じて前向きに挑戦し、素晴らし
い成果を上げてくれました。新型
コロナウイルスの影響で日々医療
関係者の苦悩の様子が報道されて
いましたが、多くの生徒が医療系
を志望し、強い意志をもって進学
していったことは少し驚きでした

が頼もしく感じてお
ります。
　 こ の 学 年 は 入 学
早々に臨時休校とな
り修学旅行をはじめ
様々な教育活動が制

限されました。３年間の学校生活
のほとんどをマスクで過ごすなど
異例の状態であるにも関わらず、
前向きにチャレンジし、多様な力
を身に付けてくれたものと感じて
おります。これからの大学などで
の活躍を期待しています。
　コロナ禍が落ち着き、ある程度
以前の状態に戻りつつありますが、
第８波、第９波という感染状況も
あります。まだいろいろな対策が
必要ですが、我々教員一同も生徒
に負けないよう前向きに日頃の業
務に取り組んでいきたいと思いま
す。
　卒業生の皆様には、引き続きご
理解、ご支援の程をよろしくお願
いいたします。

　

令
和
５
年
５
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
５
類
に
移
行
さ
れ
、

制
限
の
な
い
学
校
に
戻
り
ま
し
た
。

行
事
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
遺
産
を
踏
襲

し
つ
つ
、
通
常
通
り
の
開
催
を
目
指

し
生
徒
主
体
で
企
画
・
実
施
し

ま
し
た
。

　

青
陵
祭
は
９
月
、「
金
碧
輝
煌

（
き
ん
ぺ
き
き
こ
う
）
～
青
空
を

照
ら
せ
～
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
予
定
通
り
開
催
で
き
ま
し

た
。
４
年
ぶ
り
に
保
護
者
に
も
観
覧
し
て
い

た
だ
き
、
校
長
を
囲
ん
で
校
歌
の
大
合
唱
を

聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

部
活
動
は
、
生
徒
・
顧
問
の
目
標
に
対
す

る
真
摯
な

取
り
組
み

で
、
例
年

以
上
に
13

の
部
が
全

国
大
会
・

中
国
大
会

へ
出
場
し

活
躍
し
ま
し
た
。

　
【
全
国
大
会
】

競
技
か
る
た
部
、

棋
道
部
、
光
画
部
、
生
徒
会
、

剣
道
部
、
水
泳
部
、
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
【
中
国
大
会
】
陸
上
競
技
部
、

弓
道
部
、
剣
道
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
テ

ニ
ス
部
、
卓
球
部
、
水
泳
部

－

で
す
。

　

最
後
に
国
際
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
本

校
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
を
目
標
に
、
英
語
で
考
え

意
見
を
述
べ
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

全
校
生
徒
へ
機
会
を
提
示
、
主
体
的
に

取
り
組
む
生
徒
に
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
８
月
と
３
月
に
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
３
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
外
研
修

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
派
遣
応
募
の
支
援
と
し
て
、「
ト
ビ

タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N 

新
・
日
本
代
表

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
１
人
、

倉
敷
市
姉
妹
都
市
（
カ
ン
ザ
ス
シ
テ
ィ
市
、

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
）
学
生
親
善
使

節
に
４
人
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
会

を
設
け
、全
校
生
徒
に
還
元
し
て
い
き
ま
す
。

□
…
カ
ッ

ト

写

真

は
青
陵
祭
パ
ン

フ
（
右
上
）
と

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ス
テ
ー
ジ
。

　進路指導課長　

村　山　大　輔

　生徒指導課長　

小　脇　友　洋

マスク生活３年　前向きに挑戦

国
公
立
へ
２
４
４
人
合
格

進
　

路

生
　

活

全国・中国大会へ13部進出
国際化！活発に海外研修、派遣

　
［
難
関
10
大
学
］ 

東
京
大
１
／
京
都
大
８
／

大
阪
大
９
／
九
州
大
18
／
北
海
道
大
１
／
東

北
大
３
／
名
古
屋
大
１
／
東
京
工
業
大
１
／

一
橋
大
１
／
神
戸
大
７
／
計
50

　
［
岡
山
大
学
］ 

法
学
部
５
／
同
夜
間
１
／
経

済
学
部
９
／
文
学
部
７
／
教
育
学
部
13
／
理

学
部
２
／
工
学
部
15
／
農
学
部
１
／
医
学
部

医
学
科
２
／
同
保
健
学
科
５
／
歯
学
部
１
／

薬
学
部
２
／
計
63

　
［
国
公
立
大
学
］ 

鳥
取
大
７
／
島
根
大
４
／

広
島
大
９
／
山
口
大
５
／
徳
島
大
７
／
香
川

大
16
／
愛
媛
大

８
／
高
知
大
８

／
岡
山
県
立
大
11

　
［
私
立
大
学
］ 

慶
大
１
／
早
稲
田
大
７
／
上

智
大
５
／
東
京
理
大
７
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
12
／

関
関
同
立
２
０
６
／
岡
山
理
大
44
／
川
崎
医

療
福
祉
大
34
／
就
実
大
32
／
清
心
女
子
大
47

東
大
や
京
大
難
関

東
大
や
京
大
難
関
5050
人人
、、岡
大
岡
大
6363
人人

令
和
４
年
度
主
要
大
学
合
格
状
況（
既
卒
含
む
）

早
大
７
、上
智
５
、東
理
７
、関
関
同
立
２
０
６
人
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［
転　

任
］

警
察
学
校　
主
幹
教
諭	

中
原　

晋
介
（
令
和
二
年
〜
）	

国
語

岡
山
芳
泉

　

（
再
任
用
）　

教　

諭

（
再
任
用
）	

藤
井　

祥
嗣
（
平
成
二
六
年
〜
）	

英
語

倉
敷
鷲
羽　

教　

諭	

佐
々
木　

徹
（
令
和
三
年
〜
）	

国
語

県
ス
ポ
ー
ツ

振

興

課　

教　

諭	

若
林　

美
奈
（
平
成
二
九
年
〜
）	

体
育

総　
　

社　

教　

諭	

堀　
　

直
泰
（
平
成
二
四
年
〜
）	

英
語

大
安
寺
中
等　
養
護
教
諭	

春
田　

陽
子
（
平
成
二
七
年
〜
）

　
［
着　

任
］

主
幹
教
諭

（
昇
格
）
　

数　

学	

湯
浅　

太
一
（
倉
敷
青
陵
）

指
導
教
諭

（
昇
格
）
　

英　

語	

宮
原　

孝
光
（
倉
敷
青
陵
）

教　
　

諭　

国　

語	

片
岡
は
な
子
（
岡
山
南
） ＝
青
陵
59
期

教　
　

諭

　

（
再
任
用
）　

国　

語	

内
海　

聖
子
（
岡
山
芳
泉
）

教　
　

諭　

国　

語	

藤
原　

良
介
（
新
採
用
）

教　
　

諭　

理　

科	

福
尾　

大
作
（
井
原
）

教　
　

諭

　

（
再
任
用
）　

体　

育	

向
井　

雅
宣
（
岡
山
操
山
）

教　
　

諭　

体　

育	

指さ
し
の野　
　

緑
（
倉
敷
鷲
羽
）

教　
　

諭

　

（
再
任
用
）　

英　

語	

田
中　

智
子
（
総
社
南
）

教　
　

諭　

英　

語	

藤
原　

知
哉
（
津
山
）

養
護
教
諭　
　
　
　

	

薬
師
寺
彩
花
（
新
採
用
）

総
括
副
参
事　

	

三
村
美
留
里
（
倉
敷
琴
浦
高
等
支
援
）

　
［
退　

職
］

教　
　

諭　

岡
山
白
陵
高	

王お
う
び尾　

宏
造
（
平
成
二
三
年
〜
）
国
語

教　
　

諭　
岡
山
芳
泉
教
諭

（
再
任
用
）	

桑
木　
　

亨
（
平
成
三
一
年
〜
）
理
科

教　
　

諭　
岡
山
操
山
教
諭

（
再
任
用
）	

平
松　

利
文
（
平
成
二
六
年
〜
）
体
育

教　
　

諭　

青
陵
教
諭

（
再
任
用
）	

中
山　
　

学
（
平
成
二
一
年
〜
）
体
育

教　
　

諭　

青
陵
教
諭

（
再
任
用
）	

岡
本　

武
彦
（
平
成
三
〇
年
〜
）
英
語

教　
　

諭

　

（
再
任
用
）　

青　
　

陵

非
常
勤
講
師	

妹
尾　

則
之
（
平
成
二
〇
年
〜
）
英
語

教　
　

諭

　

（
再
任
用
）　

	

吉よ
し
き規　

秀
明
（
平
成
三
〇
年
〜
）
理
科

教　
　

諭　

	

黒
田　

和
義
（
令
和
三
年
〜
）
地
歴

教　
　

諭　

	

人
見　

純
司
（
平
成
二
九
年
〜
）
理
科

令
和
４
年
度
末
の
主
な
教
職
員
異
動

指
導
教
諭
に
宮
原
先
生
　

　　

主
幹
教
諭
に
湯
浅
先
生

主
幹
教
諭
に
湯
浅
先
生

　伊澤先輩ようこそ！ 　令和５年
度の芸術鑑賞が５月29日、倉敷市
民会館で開かれ、ロックバンド「東
京事変」のメンバーとして活躍、
ＮＨＫ紅白歌合戦にも出場した伊
澤一葉さん（46期）を迎えてロッ
ク演奏を
鑑賞しま

した。
　毎年開く芸術鑑賞にＯ
Ｂ・ＯＧを招くのは、最
近では平成11年のピアニ
スト松本和将さん（49期）
以来です。
　鑑賞には１～３年生の
全校生徒と先生方、保護
者、伊澤さんの両親（20
期）ら約1000人が会場いっぱいに詰めか
けました。そのステージに伊澤さんは上
下真っ白い服で颯爽と登場しました。
　一礼してピアノに向かいソロの「ナイ
ンヘッド」を皮切りに、弾き語り「青い鳥」、
キーボードの一人セッション「ルーパー」
などの曲を華麗な指さばきで多彩な演奏
を展開しました。

　約１時間、大音量のサウンドをホール
いっぱいに響かせ十数曲を次々披露しま
した。生徒たちは間近で聴くロックの迫
力に圧倒されていました。
　演奏終了後、伊澤さんに生徒から「楽
しいこと、大変なことは？」、「影響を

受 け た 人
は ？ 」、

「後輩にメッセージ
を」と質問や注文が
あり、「青陵祭でバ
ンド出演したこと、
部活をやらずに遊ん
でたから大変さはな
い」、「森本先生から

『人間万事塞翁が馬』
という言葉を教えて

もらいました」、「負けん気が大切。
幅（限界）を自分で決めない。自分探し
の一人旅もよい」と締めくくりました。
　最後に生徒代表から花束とお礼の言葉
を受けました。
□…ロックは1950年代にアメリカで生まれた
リズム感の強い音楽で、若者に人気がありま
す。

　

剣
道
男
子
の
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
優
勝
大
会
が
令
和
５

年
４
月
29
日
に
大
阪
市
で
開
か
れ
、
青
陵
高
校
剣
道
部
の
植

田
瑛
基
３
段
（
３
年
生
）
が
先
鋒
を
務
め
、
岡
山
県
チ
ー
ム

の
４
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
８
入
り
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

青
陵
か
ら
の
同
大
会
へ
の
メ
ン
バ
ー
入
り
は
初
め
て
で
す
。

　

植
田
さ
ん
は
代
表
７
人
１
チ
ー
ム
で
争
う
同
大
会
の
先
鋒

（
高
校
生
）
に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。
前
年
秋
の
岡
山
県
高
校

新
人
大
会
は
個
人
３
位
で
し
た
が
、
岡
山
県
チ
ー
ム
の
高
校

生
代
表
を
決
め
る
リ
ー
グ
戦
で
ト
ッ
プ
の
戦
績
を
収
め
た
の

が
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。

　

試
合
は
１
回
戦
か
ら
剣
道
の
盛
ん
な
熊
本
、
前
回
準
優
勝
の

愛
知
な
ど
厳
し
い
組
み
合
わ
せ
で
し
た
。
植
田
さ
ん
は
準
々
決

勝
ま
で
４
試
合
に
出
場
、
得
意
の
小
手
と
引
き
胴
で
負
け
な
し

の
１
勝
３
分
け
の
好
成
績
を
挙
げ
、

後
続
の
先
輩
た
ち
を
発
奮
さ
せ
た
そ

う
で
す
。

　

惜
し
く
も
準
決
勝
に
は
進
め
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た

剣
道
部
顧
問
・
小
脇
友
洋
先
生
に
よ

る
と
、
植
田
さ
ん
に
つ
い
て
「
強
豪
・

九
州
学
院
（
熊
本
）
の
人
と
当
た
る

な
ど
初
め
て
の
全
国
大
会
で
貴
重
な

経
験
を
積
み
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
先

輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
も
感
謝
し
て
い

ま
し
た
ね
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

▽
１
回
戦　

青
陵
11

−

０
芳
泉
（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
２
回
戦　

青
陵
３

−

１
総
社
南

▽
３
回
戦　

光
南
９

−

２
青
陵

　
［
経
過
］
１
回
戦
は
14
安
打
で
完
封
勝
ち
、
２
回
戦
は
投
手
戦
を
粘
り
強
く
制
し
た
。
３
回
戦

は
小
原
章
裕
選
手
（
２
年
生
）
の
２
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
詰
め
寄
っ
た
が
、
終
盤
に
突
き
離
さ

れ
た
。
宮
田
将
吾
（
３
年
生
）、
松
枝
遙
輝
（
同
）
両
投
手
の
力
投
で
ベ
ス
ト
16
に
入
っ
た
が
、

昭
和
54
年
以
来
44
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
８
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。�

（
編
集
室
）

　

西
山
智
貴
主
将
の
話　

３
回
戦
は
「
一
発

狙
っ
て
い
け
」
と
送
り
出
し
た
小
原
の
本
塁

打
で
ベ
ン
チ
が
盛
り
上
が
っ
た
。
光
南
を
相

手
に
終
盤
ま
で
自
分
た
ち
の
流
れ
で
試
合
が

で
き
た
。�

（
山
陽
新
聞
よ
り
）

芸術鑑賞で後輩に弾き語りを披露
する伊澤一葉さん＝倉敷市民会館

令和５年４月26日付山陽新聞より

芸

術

鑑

賞 伊澤一葉さ
　ん（

46
期）の華麗なロック

実
力
発
揮

実
力
発
揮　　

８
強
入
り
に
貢
献

８
強
入
り
に
貢
献

　

 

全
日
本
県
対
抗
剣
道　
先
鋒
で
出
場

３
回
戦　
自
分
た
ち
の
流
れ
で
試
合

夏
の
高
校
野
球
岡
山
大
会　

（
令
和
５
年
７
月
14
日
～
18
日
）

　

小
原
の
２
ラ
ン
で
急
追
も

　

無
念　

ベ
ス
ト
８
な
ら
ず
３回戦

青陵初　植田瑛基さ
　ん（３

年）

生
徒
ら
１
０
０
０
人
聴
く
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新
聞
部

（
劒
持
和
彦

部
長
、
部

員
10
人
）
の

新
聞
が
令

和
５
年
２

月
、
第
12

回
お
か
や

ま
新
聞
コ

ン
ク
ー
ル
（
山
陽
新
聞
社

な
ど
主
催
）
で
「
郷
土
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
し
ば

ら
く
休
刊
状
態
だ
っ
た

『
青
陵
新
聞
』
を
『
青
陵

高
校
新
聞
』
と
し
て
久
々

に
発
行
し
た

も
の
で
す
。

1
0
0
0
部

印
刷
し
て
全

校
生
徒
と
先
生
方
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
地
元
に
焦
点

を
合
わ
せ
た
表
（
お
も
て
）
面
の
特
集

記
事
「
大
原
美
術
館
と
見
る
青
陵
高

校
と
倉
敷
」
の
テ
ー
マ
が
評
価
さ
れ

受
賞
し
ま
し
た
。

　

新
聞
は
Ａ
３
判
、
表
裏
２
ペ
ー
ジ

で
す
。
表
面
の
「
大
原
美
術
館
と
見

る
…
」
で
は
、
学
生
証
提
示
で
無
料

入
館
で
き
る
学
校
メ
ン
バ
ー
ズ
制
度

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
青
陵
も
制
度

に
加
入
し
て
い
る
た
め
生
徒
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
美
術
館
の
利
用

状
況
と
今
後
の
利
用
の
意
思
を
分
析
、

分
か
り
や
す
く
グ
ラ
フ
で
表
示
し
ま

し
た
。次
に
、ト
ッ
プ
記
事
の
関
連「
大

原
美
術
館
は
第
三
の
創
業
へ
」、
さ
ら

に
、
新
し
い
「
対
話
型
鑑
賞
」
の
３

本
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

裏
面
は
、
教
師
と
い
う
職
業
を
教

師
自
身
と
生
徒
の

双
方
か
ら
考
え
る

特
集
記
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
っ

か
り
し
た
文
章
で
、
読
み
応
え
の
あ
る
内
容
で
す
。

　同窓会報編集主幹（元新聞
記者佐藤豊行）が、入賞の取
材を兼ねてお祝いに行ったと
ころ、顧問の和田北斗先生か
ら「新聞の話をしてほしい」
ということで、急きょ、新聞
の基礎講座を開きました。
　紙面の見出しの基本を説明
し、今回の入賞作品と過去の

『青陵新聞』の紙面を解剖、
見出しの付け方や写真の配置
などレイアウトを点検、長所
と改善点を指摘しました。
　「見出しの工夫を」、「文章
量が多いので、真ん中あたり
に見出しを入れたら」、「見出
しと写真をうまく利用してバ
ランスの良い紙面に」という
アドバイスをしました。
　「取材の仕方を教えて」と
いう質問に「決めたテーマに
沿って知識を蓄え、質問項目
を10個ほど準備するとよい」
とアドバイスしました。

　青陵名物といえばＯＢによく知られている陵歌
ですが、現役青陵生には『青陵笑辞典』が
静かなブームです。新聞部が毎年、青陵祭
に向けて100 〜 150冊発行、１冊100円で
販売、完売する人気ぶりで心待ちにしてい
る人が多いそうです。
　『青陵笑辞典』は、令和４年９月発行
が「第二十六版」とあり、平成８年ごろ
の創刊と思われます。新聞部員が知恵を
絞って設けた見出し語（項目）は65㌻
にわたり「あ」から「わ」まで約400
語を取り上げています。頭をひねった
説明は最低２行から半ページにわたる
項目もありますが、まるで１冊の本の
ような情報量です。
　「第二十六版」の内容を見ますと－。
　「本書は青陵生の特殊用語学習用の
伴侶」が主な用途ですが、「一般社会人の実務の必
携」と、格好よく活用の幅を広げています。見出

し語について「模倣を
避け創意を求めるため
社会通念を排し、編者

の独断と偏見に依った」と、面白い方針を
掲げています。

　　例えば、身近な【愛文社】
は「青陵高校御用達の書店。

参考書など（略）購買で入手
し損ねた生徒が自ら赴く場所」
とあります。【古文】は「覚え
ることが非常に多い嫌な教科。

『英語と同じ外国語と思え』。そ
れは無理です。」というような調
子で展開しています。
　いずれも市販の辞典にはない

ユーモア、皮肉、本音、なげきな
どが交錯したニヤリとする説明が
ウリ
4 4

で、これが現役生に受けてい
る理由です。
　　校内での実績は十分です。ＯＢ

に広く知られるようになれば２代目青陵名
物の〝地位〟を得るかもしれません。

新聞講座を受講後、紙面づくりを
研究する新聞部員＝青陵高校

新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
『
青
陵

高
校
新
聞
』
＝
令
和
５
年
２
月
18
日
付

山
陽
新
聞

新聞部が発行、
人気の『青陵笑辞典』

（第二十六版）

コ
ン
ク
ー
ル
で「
郷
土
賞
」受
賞

特集「大原美術館と青陵」に評価

会
報
編
集
主
幹
の
新
聞
講
座
受
け
る

会
報
編
集
主
幹
の
新
聞
講
座
受
け
る

部活に燃える部活に燃える

ユーモア『青陵笑辞典』人気
新
聞
部
員
奮
闘　
青
陵
祭
用
に
毎
年
発
行

新
　

聞
　

部
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　流水水質浄化の特殊装置の開
発に成功した発明家・妹尾全郎（た

けお）さん（12期）が令和５年７月、
母校・青陵高校に100万円を指定

寄付しました。
　妹尾さんは「青陵時代は宿題がな

いので伸び伸び遊んでばかりで、楽
しい思い出しかありませんが２年生で

将来のことを考えました。その後の人
生がうまく回転しましてね（笑い）。母
校のおかげと思い、よわい80歳を超えた

ので恩
返しに
寄付を
決めま
した。
どうぞ
ご自由
にお使
いくだ
さ い 」
と、寄
付の動
機を話

しています。
　同月10日に妹尾さんを校長室に招いて内田博

文校長が岡山県教育長の感謝状を伝達、「誠にあ
りがとうございます。図書館設備の充実のために
活用させていただきます」と、お礼を述べました。

　妹尾さんは水質浄化装置の製造・販売会社、障がい者の
自立支援のＮＰＯ法人など計３事業を運営、従業員計約110
人を抱える事業主です。

　　

青
陵
高
校
第
19

代
校
長
中
山
弘
輝
（
こ
う
き
）

先
生
が
、
令
和
５
年
４
月
の

春
の
叙
勲
で
瑞
宝
小
綬
章
を

受
章
し
ま
し
た
。
最
近
で
は

第
18
代
校
長
永
井
裕
先
生

（
19
期
）
以
来
で
す
。

　

６
月
14
日
、
校
長
室
で
伝

達
式
が
あ
り
、
県
教
委
を
通

じ
て
送
ら
れ
て
き
た
勲
記
と

勲
章
を
内
田
博
文
校
長
が
中

山
先
生
に
伝
達
し
ま
し
た
。

「
果
た
し

て
社
会
に

ど
れ
だ
け

貢
献
で
き
た
の
か
心
も
と
な
い
で
す
が
、
あ
り
が

た
く
お
受
け
し
ま
す
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
山
先
生
は
岡
山
大
学
理
学

部
数
学
科
を
卒
業
、
数
学
教
員

と
し
て
林
野
高
校
を
振
り
出
し
に

県
立
高
校
で
勤

務
、
備
前
緑
陽
高
校
教
頭
、
母

校
の
高
梁
高
校
校
長
な
ど
を
歴
任
し

ま
し
た
。

　

38
年
間
の
教
員
生
活
を
振
り
返

り
、「
生
徒
に
よ
く
分
か
る
授
業
を

心
掛
け
ま
し
た
。備
前
緑
陽
高
時
代
、

初
の
民
間
人
校
長
の

も
と
で
民
間
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
吸
収
し

ま
し
た
」
と
話
し
、

青
陵
生
に
つ
い
て
は
「
前
向
き
で
明
る
く
一
生
懸

命
、
勉
強
と
部
活
の
け
じ
め
を
つ
け
、
自
分
を
し
っ

か
り
表
現
し
て
い
ま
す
。
文
武
不
岐
の
実
践
で
す

ね
」
と
、
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
ん
と
、
青
陵
高
校
が
新
聞
の
社
説

と
コ
ラ
ム
に
立
て
続
け
に
登
場
し
ま
し

た
。

　

い
ず
れ
も
山
陽
新
聞
で
、
社
説
は
令

和
５
年
２
月
１
日
付
で
す
。
普
通
、
社

説
は
〝
お
説
ご
も
っ
と
も
〟
の
最
も

お
堅
い
記
事
で
す
が
、
ま
る
で
一
般

記
事
の
よ
う
な
タ
ッ
チ
で
し
た
。
社

説
に
載
る
と
い
う
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り

得
な
い
話
で
、
名
誉
な
こ
と
で
す
。

社
説
の
在
り
方
と
し
て
は
新
機
軸
で

し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、
従
来
の
「
総
合
的
な

学
習
」
を
令
和
４
年
度
か
ら
本
格
的

に
切
り
替
え
た
「
探
究
学
習
」
で
す
。

こ
れ
に
ち
な
ん
で
同
年
末
に
開
か
れ

た
「
高
校
生
探
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
岡

山
県
教
委
主
催
）
を
、
社
説
担
当
の
同

社
論
説
委
員
が
青
陵
高
校
の
学
習
成
果

を
聞
い
て
ま
と
め
た
記
事
で
す
。

　

県
立
38
校
の
う
ち
の
１
校
と
し
て
、

青
陵
は
文
理
混
在
の
４
人
グ
ル
ー
プ
が

登
壇
、「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
Ｉ
Ｔ
で

減
ら
せ
な
い
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発

表
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
岡
山
大
学
に
相

談
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
の
作

り
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
最
も
近

い
ご
み
箱
ま
で
の
経
路
が
表
示
さ

れ
る
ア
プ
リ
を
開
発
し
た
の
で
す
。

　

論
説
委
員
は
発
表
す
る
生
徒
た

ち
の
楽
し
そ
う
な
表
情
に
驚
き
、

「
自
分
の
力
で
社
会
を
変
え
ら
れ
る

と
思
う
と
わ
く
わ
く
す
る
」
と
い

う
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
談
話
を
引

き
出
し
て
い
ま
す
。
大
学
と
連
携

し
た
こ
と
に
驚
き
、
普
通
科
の
進

学
校
な
が
ら
本
格
的
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
に
意
外
性
を
感
じ
た

−

と

あ
り
ま
す
。

　

内
田
博
文

校
長
談
話
の

「
他
県
の
ト
ッ
プ
校
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」
と
い
う
中
で
、
青
陵
は

全
国
的
な
先
進
性
を
発
揮
、
探
究

学
習
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ラ
ム
「
滴
一
滴
」
は
３
月
24

日
付
で
す
。
青
陵
が
コ
ロ
ナ
禍
で

途
絶
え
て
い
た
倉
敷
市
内
の
高
校

の
生
徒
会
交
流
会
を
復
活
さ
せ
る

呼
び
掛
け
を
し
た
と
い
う
話
で
し

た
。
市
内
４
校
か
ら
生
徒
会
執
行

部
30
人
が
参
加
、
共
通
す
る
課
題

と
し
て
コ
ロ
ナ
後
の
体
育
祭
や
文

化
祭
の
在
り
方
、
ス
マ
ホ
の
使
い

方
な
ど
で
議
論
が
盛
り
上
が
っ
た

−

と

あ
り
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
今
後
も
継

続
、
参
加
校
を
増
や
す
そ
う
で
す
。

　

こ
の
件
で
も
青
陵
が
主
導
し
て
い
ま

す
。

内
田
博
文
校
長
か
ら
感
謝
状
を

伝
達
さ
れ
る
妹
尾
全
郎
さ
ん

＝
校
長
室

勲
記
と
勲
章
を

受
け
取
っ
た
中
山
弘
輝
先
生

＝
校
長
室

山陽新聞の社説㊨
とコラムに登場し
た青陵の記事

妹
尾
全
郎
さ
　

ん
（12期） 

母
校
へ
100
万
円

中
山
弘
輝
元
校
長
に
瑞
宝
小
綬
章

寄受

付章

内田校長感謝

「図書館設備の充実に」

異例！青陵が社説社説とコラムコラムに登場

探
究
学
習

生
徒
会
交
流
会

山  

陽  

新  

聞

青陵高校で伝達式



14

　

県
内
の
高
校
生
ら
が
県
政
の
課
題
を
た
だ

す
「
高
校
生
議
会
」
が
令
和
４
年
12
月
16
日
、

県
議
会
本
会
議
場
で
３
年
ぶ
り
に
開
か
れ
、

青
陵
高
校
な
ど
17
校
が
参
加
、
若
者
の
視
点

か
ら
県
議
会
議
員
と
論
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　

青
陵
高
校
は
生
徒
会
役
員
５
人
が
議
席
に

着
き
、
３
人
が
質
問
し
ま
し
た
。
答
弁
は
い

ず
れ
も
文
教
委
員
長
で
す
。

　

最
初
に
登
壇
し
た
井
上
き
ら
り
さ
ん
（
１

年
生
）
は
、「
学
校
で
ス
マ
ホ
が
使
用
で
き
れ

ば
学
習
や
連
絡
に
便
利
に
な
り
ま
す
が
、
ゲ
ー

ム
に
使
用
す
る
生
徒
が
出
て
く
る
懸
念
が
あ

り
ま
す
。
県
が
ス
マ
ホ
使
用
に
関
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
質
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
「
学
校
生
活
に
お
い
て
ス
マ
ホ

は
不
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
サ
ミ
ッ

ト
は
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
県
が
主
導
し
て

使
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

続
い
て
、小
野
日
向
汰
（
ひ
な
た
）
さ
ん
（
２

年
生
）
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
関

す
る
取
り
組
み
で
す
が
、
募
集
定
員
や
参

加
費
の
支
援
な
ど
工
夫
し
て
多
く
の
高
校

生
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

と
提
案
、さ
ら
に
関
連
し
て
、後
藤
颯
太
（
そ

う
た
）
さ
ん
（
１
年
生
）
が
「
英
語
力
向
上

の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
仕
組
み
は
あ

り
ま
す
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
「
留
学
促
進
フ
ェ
ア
や

奨
学
金
制
度
も
あ
り
ま
す
」、「
仕
組
み
は

特
に
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
も
前
向
き
な
回
答
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
の
県
議
会
の
活
動
に

刺
激
を
与
え
た
建
設
的
な
質
問
で
し
た
。

　

18
歳
選
挙
権
も
あ
り
、
参
加
し
た
生
徒

は
県
議
会
の
仕
組
み
や
議
員
活
動
、
さ
ら

に
は
政
治
へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

□
…
学
年
は
当
時
で
す
。

　ついに青陵から世界覇者誕生！

　大安寺、天城高校の元教員江口明
彦さん（12期）は、2022年の国際水
泳連盟（FINA）「ワールドマスターズ

ランキング」で見事１位に輝きまし
た。傘寿の年に自ら花を添えました。
　江口さんは令和４年に開かれた
マスターズ大会80 〜 84歳の部・
50㍍自由形に出場しました。高知
会場の短水路（25㍍プール）で32
秒65、函館会場の長水路（50㍍プー
ル）で33秒35の好記録でいずれも
優勝、FINAから「ワールドトップ
10」のトップに認定されました。
短水路の記録は世界歴代６位でした。
　江口さんは小学生のころから水
泳に親しみ、教員になり本格的に取

り組みました。生徒を教える傍ら国体入賞
など選手としても活躍しました。定年退職
後はマスターズ大会に出場、これまでに７
回、ワールドトップ10に名を連ねてきました。
　現在も倉敷市屋内水泳センターで約１時
間半泳ぐのを日課にしています。水泳歴70
年を超える江口さんは「続けていたらいつ
の間にか記録が付いてきた感じです。今後
も楽しく元気に泳いでいたいですね」と、
世界制覇をかみしめています。
　同５年８月の福岡でのマスターズ大会も
銀メダルを獲得、傘寿を超えても健在です。
□…本稿は令和５年４月29日付の山陽新聞を参
考にしています。

　秀才林君とやんちゃなリュウの創作ミュージカ
ル「マスト」－。コロナ禍のため３年余待って令
和５年６月、倉敷市芸文館で待望の幕が開きました。
　市創作舞台育成事業として企画、児島文化協会
などが制作委員会を立ち上げてキャストやスタッ

フを公募、市内外の約70人が稽古を積んできました。
　児島・味野中学校出身
の林君ことノーベル賞候
補・森和俊さん（28期）
＝京都大学大学院教授、
顔写真＝と、リュウこと
元ボクシング世界王者・
辰吉丈一郎さんの２人を
同級生という設定で中心
に据え、個性豊かな友人たちと困難を乗り越えて、それぞれの分

野で成長していく姿を描いたファンタジー（空想）作品です。
　脚本・演出は辰吉さんの恩師で中学校演劇部を長年指導、経験

豊富な松尾綾子さん（岡山市）が担当しました。
　大学に勤務していた林君はアメリカ留学でライフワークとなるテー
マを見つけ、ライバルと先陣争いを繰り広げて帰国、ノーベル賞候補
となり研究に没頭、かつての仲間との交流を深めます。ほぼ森さんの
半生に沿ってストーリーを展開していました。
　約３時間にわたり歌とダンスをステージいっぱいに繰り広げ、２日
公演で訪れた約1300人の演劇ファンを魅了しました。
　初日に観劇した森さんが終演後のステージで、満足げにミュージカ
ル関係者や観客にお礼の舞台あいさつをしました。
　森さんの存在が市民にさらに浸透したようです。
□…スタッフとして洋画家後藤晋さん（27期）が参加、広報デザインを担当
しました。

森
和
俊
さ
ん
ら
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
マ
ス
ト
」

の
ス
テ
ー
ジ
（
左
が
森

さ
ん
役
の
林
君
）
＝
市

創
作
舞
台
育
成
事
業
児

島
実
行
委
員
会
提
供

江
口
明
彦
さ
ん
の
マ

ス
タ
ー
ズ
水
泳
世
界

ラ
ン
ク
１
位
を
伝
え

る
記
事

 

マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

１位ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
・
森
和
俊
さ
　

ん（
28期

）　
ら
モ
デ
ル
に

倉敷で創作ミュージカル上演

高校生議会に青陵生３人登高校生議会に青陵生３人登壇壇

「
ス
マ
ホ
使
用
基
準
を
」

「
地
球
規
模
の
人
材
育
成
」

傘寿の元高校教員
江　口　明　彦 さ

　ん

（12 期）
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◉…ノーベル賞候補に
なって10年、森和俊さん

（28期）がミュージカル
の主 役のモデルとして
久々に〝帰郷〟しました。
剣道着、学生服から白衣
の研究者になるまでをリ
ズミカルに表現、森さん
をイメージしながら鑑賞
しました。
◉…作家という次の人生
を切り拓くために敢然と
故郷を跡に上京したのが
鷲見（旧姓江本）京子さ
ん＝26期＝です。まず群
像、海燕の新人賞あたり
で全国デビュー、次の作
品を単行本化すれば芥
川賞・直木賞候補への明
かりが見えてきます。
◉…森さんのノーベル賞、
鷲見さんの芥川賞－。わ
くわくしませんか？
� （編集主幹・佐藤豊行）

編集を終えて

岡山県立倉敷青陵高等学校「同窓会だより 青陵」第55号
発　行	 岡山県立倉敷青陵高等学校同窓会
	 ［事務局］	 〒710−0043　倉敷市羽島1046−2	 TEL：086−422−8001  FAX：086−422−8004
		  e-mail：seiryo05@pref.okayama.jp	 URL：http://www.seiryo.okayama-c.ed.jp
発行人	 岡田展弘（25期）／ 編集委員　今岡道雄（13期）　佐藤豊行（18期）　林俊輔（28期）
	 顧問　加川英郎（４期）／表紙揮毫　澤田虚遊（21期）
印　刷	 株式会社サラト　〒670−0948　兵庫県姫路市北条宮の町172
　� 　

お願い　�同期会や同窓生の情報、話題を佐藤豊行（編集主幹090−6438−9227）、林俊輔（青陵高校教
諭、同窓会担当）へお寄せください。

〈
本
紙
の
編
集
〉

＊�

原
稿
締
め
切
り
は
毎
年

９
月
20
日
で
す
。編
集
、

校
正
作
業
を
経
て
12
月

末
に
全
卒
業
生
に
お
届

け
し
ま
す
。

＊�

幹
事
の
当
番
期
に
拘
わ

ら
ず
、
広
告
掲
載
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
１

枠
５
０
０
０
円
で
す
。

本部総会
８月４日（日） 午前10時から
倉敷アイビースクエアのエメ
ラルドホール

〈当番幹事　５と６のつく期〉

東京青陵会
６月８日（土） 都内（予定）

近畿青陵会
５月26日（日）正午から
KKRホテル大阪

〈担当幹事　35期、36期〉

九州青陵会
10月12日（土）午後４時から

福岡・西鉄グランドホテル

2024年の予定
　

令
和
５
年
５
月
28
日
に
倉
敷
ロ
イ
ヤ
ル
ア
ー

ト
ホ
テ
ル
で
開
き
ま
し
た
。
毎
年
の
定
例
だ
っ

た
の
で
す
が
コ
ロ
ナ
禍
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
で

す
。
東
京
や
大
阪
組
を
含
む
元
気
な
46
人
が
参

加
、
全
員
平
均
寿
命
を
超
え
て
お
り
、
内
訳
は

女
性
が
男
性
の
２
倍
で
す
。
自
己
紹
介
を
兼
ね
て

近
況
報
告
を
し
懐
旧
談
、
健
康
や
介
護
の
話
な
ど

話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
青
陵
名
物
・
陵
歌

「
桜
花
爛
漫
」
を
、
生
み
の
親
で
あ
る
仁
科
喜
佐

男
君
ら
が
高
ら
か
に
歌
い
、
校
歌
の
斉
唱
で
締
め

ま
し
た
。

�

（
荒
木
武
夫
）

　令和５年８月６日に倉敷アイビー
スクエアで開きました。当番幹事の
年、本部同窓会総会に出席
した後の恒例で５年ぶりに
31人が集いました。関東、関西から
も４人が遠路来てくれました。傘寿の
おめでたい年です。まだ現役で仕事を

している人もいます。「今日は手品は
ねんか？」と、ベテラン倉藤孝之さん
に声がかかり、ひもを使った鮮やかな

手品を披露しました。病気
の話がよく出ましたが、「顔

を合わせるだけで元気が出るよ」と、
お互いに健康を確かめ合っていまし
た。� （編集室）

　令和５年１月７日、ラヴィール
岡山で初めての同窓会を開きまし
た。倉敷や岡山を中心に県内外か
ら36人が集いました＝写真。大
半が大学卒業前、社会人になる直
前でした。集合写真はみんな笑顔
でワクワク、青陵の「Ｓ」サイン
でキメてるでしょう。当時の思い
出や将来の生き方を語り合いまし
た。話は尽きず時計をひと回り以
上、オールナイトで15時間盛り
上がりました。� （久戸瀬渉）

同
窓
会
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い

米
寿
五
陵
会
の
メ
ン
バ
ー

宴
会
の
前
に
全
員
集
合
し
た
13
期
生

笑顔がまぶしい18期同窓会のメンバー

元
気
印
の
24
期
同
窓
会

米寿 五陵会

    

遠
来
組
を
含
め
元
気
な
46
人

13期 傘寿 同期会

恒例　名人の手品

　令和５年９月
14日 に 倉 敷 ア
イビースクエア
で開きました。
５年刻み、古希
以来です。東は
関東、西は九州
から77人が「お
う」、「やあ」と
元気に集いまし
た。同窓会報編
集主幹・佐藤豊
行君から面白い
裏話を聞き、代
表数人が近況報
告をしました。
おしゃべりは３時間
止 ま り ま せ ん で し
た。� （牧野元重）

18期 同窓会

５
年
ぶ
り
77
人　

３
時
間
談
笑

オールナイトで将来語る

70
期 

卒
業
後

初
同
窓
会

　

令
和
５
年
１
月
２
日
に
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
で
開
き

ま
し
た
。
渡
邊
重
吉
先
生
を
お
迎
え
し
て
久
し
ぶ
り
に
集
い
、

地
元
倉
敷
や
岡
山
を
は
じ
め
東
は
東
京
、
西
は
福
岡
か
ら
懐

か
し
の
同
級
生
65
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
松
原
徹

さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
「
同
窓
生
」

を
聴
い
た
後
、
３

時
間
、
話
の
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
、２
次

会
で
計
６
時
間
、
３
次
会
に
も
34
人
が
残
る
と
い
う
盛
り
上

が
り
ぶ
り
で
し
た
。�

（
大
内
直
樹
）

24
期 

卒
業
50
年
記
念「
50（
フ
ィ
フ
テ
ィ
）同
窓
会
」

３
次
会
に
も
34
人
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　 － 宮
下 さ ん、 取 材
協力ありがとうござい
ます。メールで申し訳ありません。早
速ですが、北海道大学北方生物圏フィールド
科学センターはどのような研究機関ですか。
　北海道を中心に所在する森林、耕地、①水
圏にかかる16のフィールド（野外）施設です。
総面積は７万㌶を超え、琵琶湖や淡路島より
大きくシンガポールぐらいの面積に相当しま
す。皆さんがよく知っている観光地、札幌市
街地の植物園や②農場もこのセンターの施設
ですよ。
　－宮下さんの研究テーマは何でしょうか。
　私は水圏に所属し、函館で勤務しています。
水圏生物資源の持続的利用
に関する研究を幅広く行っ
ています。具体的には魚群
探知機などの音響機器を活
用した魚類の資源量を推定
する手法やそのシステム開
発、普及のための応用研究
などです。この場合の魚群
探知機は漁業やレジャー用
ではなく、科学的根拠に基
づいて解析できる精密な計

測機器です。また、バイオロギングという
手法を用いて水中生物の行動の見える化に
も取り組んでいます。生物
にさまざまなセンサーを搭
載した記録計を装着、その
行動履歴を知ることができ
る優れモノです。例えば圧力センサーで深度情報、温度セ
ンサーで環境温度や体温、加速度センサーで動作や姿勢が
計測できます。これらのセンサーを組み合わせて情報を集
約します。
　これまでに、ＮＨＫの科学番組「サイエンスＺＥＲＯ」
や「ダーウィンが来た！」などに複数回出演し、映像を通
じて積み重ねた研究・調査を紹介しました。サケやニシン
などを取り上げましたが、視聴者にはそれなりの人気が
あったようです（笑い）。　また、水族館との共同研究と
して、大阪の海遊館とはジンベエザメの回遊研究を続けて
もう10年になります。
　－学生にはどんな講義をしていますか。
　学部は水産学部、大学院は環境科学院を担当しています。
水産学部では水圏生物の生態や生態系、海洋生物のモニタ
リング、バイオロギングの実験などです。環境科学院では
環境学を基本に、人間の活動と自然環境の持続性に主眼を
置いた講義を担当しています。また、研究室には学部の４

年
生から配

属され、そのうち
毎年８～９割が大学院修士課程

に進学します。他の学科や学部、他大学、
海外からも入ってきますので研究室の総
勢は37人（令和５年現在）です。にぎ
やかで活気がありますよ。
　－北の大地の生活は倉敷とはかなり違
うでしょうね。
　北海道での生活は延べ30年を超えた
でしょうか。倉敷にいた時の２倍近くに
なりました。観光都市・函館近郊の町に
住み、函館に車で通勤しています。近郊
は自然が多く四季もはっきりしており、

海の幸・陸の幸も豊富
です。冬は寒く大雪の
時は雪かきが大変です
がね、夏は涼しく過ご
せます。
　私は夏場はサッカー
にBBQと釣り、冬場は
スキーと、仕事同様ア
ウトドア派ですが、最
近は仕事が忙しく残念
ながらほとんど休業状
態です。ただ冬のワカ
サギ釣りだけは無理や

り通っ
ていま
す。テ
ントや

ドリルなどフル装備、湖上に穴を開け
早朝から夕方まで釣り糸を垂らします。釣ったワカ
サギを料理し、それを肴に晩酌するのが生きがいに
なっていますよ（笑い）。
　－最後に高校時代の思い出と現役青陵生への
メッセージをお願いします。
　高校ではサッカー部でした。かなり気合の入った
部活で、日々練習に明け暮れましたね。自分で言う
のも何ですが、運動能力がそこそこだったので試合
の勝利には大きく貢献したと自負しています。最
後となる大会、③４校戦には足のけがで出場できな
かったのを今も残念に思っています。ちなみに、勉
学の成績は全くもって振るわない生徒でした。それ
でも今は大学で先生をやれています（笑い）。
　北大には全国から志をもった学生がたくさん集
まってきます。倉敷からは遠いですが、大志を抱き
北大の門をたたいてもらえれば、と思います。後悔
はさせません。ちなみに、青陵出身では研究室に学
生が１人、水産学部・水産科学研究院に先生が１人
いますよ。
　－具体的で的確、分かりやすく話していただき、ありが
とうございました。後輩への熱いメッセージは心に響くと
思います。
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　［注釈］ ①水圏：地球の表面上で水によって占められ
ている部分。海のほか湖沼や河川も含まれる②農場：北
大生物生産研究農場のこと。明治期、前身の札幌農学校
開校時、クラーク博士の指導で開設。北海道農業の土台
を築いた③４校戦：青陵、天城、南、古城池の普通科４
校の部活対抗戦。バレー部を除き現在は廃止している。
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北の大地、北海道で活躍する卒業生を紹介しま
す。北海道大学北方生物圏フィールド科学

センターのセンター長（部局長）・教
授を務める宮下和士さん（38 期）

です。北方生物圏フィー
ル ド と い う 聞

き慣れない専門領域の話から高校時代の思い
出、現役青陵生へのメッセージまでをメー
ルでインタビューしました。北海道
在住者の登場は初めてです。

（聞き手は編集委員）

豊後水道でタチウオを調査中の
宮下和士さん＝平成25年ごろ
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